


 ◆   2YAZU
2007.2

集中改革プラン (行財政改革推進計画 ) ③
八頭町の行政改革4

広報1月号に引き続き、集中改革プラン3を掲載いたします。

　今回は、2つの柱の1つである行政内部の改革の推進の⑸事務・事業の抜本的見直しと改

善における実施項目、それにともなう実施内容、効果・数値目標、実施年度を公表するものです。

※〈数値目標の実効性を期するため実施年度を示すことにより、その推捗状況を管理する機能を持たせています。〉

1.行政内部の改革の推進
重点項目

(5)事務・事業の抜本的見直しと改善
　各種事務・事業の取捨選択、抜本的見直しと改善などについて示しています。

実施項目 実施内容 効果/
数値目標

実施年度
最終目標等 主管課

H18年度 H19年度 H20年度 H21年度 H22年度

①
施策・事
業の選択

「町が直接実施する事
務事業」「外部への委
託等による業務に移行
可能な事務事業」「民
間等の業務で対応可能
な事務事業」等の仕分
けを行う。

業務の効率化と経費の
削減が可能となる。/平
成19年度中に整理す
る。

調 査

研 究

点 検

実 施
→ → →

事務事業の見直し
は、急務であるた
め、各課で早急に
取捨選択・仕分け
作業に入る。

総務課

②
事務一般

事務事業の廃止を含
め、地方事務の再点検
を実施する。

経費の削減及び行政
サービスの平準化が図
られる。/平成19年度
中の実施を目指す。 再 点 検 実 施 → → →

自治事務・法定受
託事務及び公益性
を有する事務・行
政責任において行
う事務等の検討基
準を設け再点検す
る。

総務課
各　課

③
各種事業
等　　　

各地域で実施している
事業等の一本化を図
る。

効率的な執行を行うこ
とができる。/一本化に
向け調整する。

一 本 化
へ の
調 整

→ → 各　課

④
指定金融
機関　　

事務の一層の安全性を
確保するため、指定金
融機関の導入を図る。

安全性の確保、事務効
率の改善が図られる。
/実施に向け調査・研究
を行い、導入する。

調 査

研 究
実 施 → → →

平成18年度から調
査・研究を始め平
成19年度を目標に
導入する。     

出納室
(総務
課)

⑤
行政資産
の適正運
用　　　

不稼動資産の売却など
を行う。

財政の健全化に資する
ことができる。/平成
18年度からできる範囲
実施する。

調 査

研 究

実 施

実 施 → → → 総務課

⑥
特別会計

公営企業として経営の
健全化・計画的な施策
の運営を図る。

効率的な経営を行うこ
とにより財政の健全化
に資することができ
る。/健全運営の推進を
図る。

健 全 運
営 の
推 進

→ → → → 総務課
各　課

⑦
マイクロ
バス等の
管理業務

統一使用基準の策定及
び集中管理体制を構築
する。

行政運営の合理化、効
率化が図られる。/平成
19年度中の実施を目指
す。

調 査

研 究
実 施 → → → 総務課
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実施項目 実施内容 効果 /
数値目標

実施年度
最終目標等 主管課

H18 年度 H19 年度 H20 年度 H21 年度 H22 年度

⑧
業務処理
のマニュ
アル化　

計画（P l a n）→実
行 （ D o ） → 検 証
（Check）→見直し
（Act i on）のサイ
クル（PDCAサイク
ル）に基づき事務事業
の見直しをマニュアル
化する。

実行することにより、
簡素化、効率化が図ら
れる。/平成19年度中
の実施に向け業務処理
のマニュアルを策定す
る。

調 査

研 究

策 定

実 施 → → → 各　課

⑨
事務改善
の仕組み
づくり　

指定物品等の一括購入
を促進する。

経費の削減となる。/平
成18年度から実施す
る。 実 施 → → → → 総務課

事務機器契約の一元化
を図る。

経費の削減となる。/平
成18年度から実施す
る。 実 施 → → → → 総務課

⑩
迅速な事
務処理　

事務専決の見直しを図
る。

業務の効率化が図られ
る。/平成18年度から
一部実施する。 一部実施 再 研 究 実 施 → → 総務課

⑪
地域情報
化の推進

地域情報化計画を策定
する。

町民に対し均一に情報
提供を行える基盤づく
りとなる。/平成19年
度中の一部実施に向け
策定する。

調査・研
究（検討
委員会等
の設置）

策 定

一部実施
→ → → 企画人

権課

防災無線の整備統合を
図る。

防災体制を整備し、行
政サービスの向上を図
ることができる。/平成
21年度統合を目指す。

調 査

研 究
→ → 実 施 → 総務課

⑬
電子自治
体　　　

利用者の利便性を確保
するため、積極的に電
子自治体として機能拡
充を目指す。

住民サービスの向上と
なる。/平成19年度中
に内部組織を立ち上げ
総合的に構築する。

調 査

研 究

内 部 組
織 の 立
ち 上 げ

→ → 実 施 企画人
権課

電子申請システムの導
入を図る。

住民サービスの向上と
なる。/平成19年度中
に内部組織を立ち上げ
総合的に構築する。

調 査

研 究

内 部 組
織 の 立
ち 上 げ

→ → 実 施 企画人
権課

文書管理システム及び
電子決済システムの導
入を図る。

情報公開の促進と事務
の迅速化が図られる。
/平成19年度中に内部
組織を立ち上げ総合的
に構築する。

調 査

研 究

内 部 組
織 の 立
ち 上 げ

→ → 実 施 企画人
権課

⑭
環　境
（ISO）

ISOの精神を職員に浸
透させるなど、意識改
革を進め、全町へと拡
大する。

簡素化、効率化、経費
の削減となる。/平成
18年度実施。 実 施 → → → →

総務課
・各支
所地域
振興課

※行政改革大綱、集中改革プランについては、ホームページでご覧いただけます。
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八頭町立中央中学校改築工事
いよいよ本格的に始動

この度、改築に取り組んでおります中央中学校は昭和39年度に建築した校舎で、かなり老朽化が進み耐力度調査な
どから、大変危険な校舎と判断されていました。９月議会におきまして、正式に改築工事の着工が決定し、11月22日
に指名競争入札を執行いたしました。

その結果、入札金額１，１４７，６５０千円（税込み）で、東洋・やまこう特定建設工事共同企業体が落札し、平成
18年11月28日から平成20年３月21日までの工期で契約いたしました。

１月末現在の工事進捗状況ですが、新校舎棟建築の関係でランチルームへの仮設通路、仮設教室の設置などを12
月末までに完了させ、１月からは、技術棟、特別教室棟などの解体工事を行いました。

そして、２月から本格的に新校舎棟建築工事に取りかかります。
改築工事が完了いたしましたら、安全・安心な教育環境を整備することができますし、総合計画で目指している学

校教育の充実を図ることができます。
また、災害等が生じた時の防災避難所としても活用できますので、地域にとっても大変重要な施設となります。

「中央中学校改築工事経過」
平成18年８月４日　臨時会議で実施設計書の補正予算が議決

９月26日　校舎改築費（改築工事）の補正予算が議決
10月17日　実施設計完了
11月22日　改築工事の入札執行
11月24日　東洋・やまこう特定建設工事共同企業体と仮契約を締結
11月27日　工事の請負契約について、議会で議決を得る
11月28日　工事着手（準備工事を開始）
12月11日　地鎮祭を実施

平成19年１月９日　解体工事開始（技術棟、特別教室棟など）
　※グラウンド設備工事は、平成20年度に施工予定

中央中学校新校舎完成予想図
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所得税・町県民税の申告は
正しくお早めに！
所得税・町県民税の申告は
正しくお早めに！
2月 16日から3月15日まで、所得税の確定申告並びに町県民税の申告相談を行います。
申告をされる場合には、次の事項を確認して正しい申告を行いましょう。

所
得
税
の
申
告
相
談

申
告
相
談
は
別
記
日
程
表
（
７
・
８
ペ

ー
ジ
）
の
と
お
り
各
地
域
ご
と
に
会
場
を

設
置
し
て
い
ま
す
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
で
申
告
相
談
を
お
願
い
し
ま
す
。な
お
、

対
象
地
域
以
外
の
方
も
受
け
付
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
の
で
、
都
合
の
つ
く
時
に
申

告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
所

得
税
の
確
定
申
告
が
便
利
で
す
の
で
、
ぜ

ひ
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

申
告
の
必
要
の
あ
る
人

●
一
般
の
人

事
業
所
得
（
農
業
、
営
業
、
大
工
、
開

業
医
な
ど
）、
不
動
産
所
得
（
地
代
、
家

賃
な
ど
）、
譲
渡
所
得
（
不
動
産
の
売
却

な
ど
）、
給
与
所
得
、
雑
所
得
（
公
的
年

金
な
ど
）
等
の
あ
る
人
は
、
こ
れ
ら
の
所

得
金
額
の
合
計
が
、
基
礎
控
除
や
扶
養
控

除
な
ど
の
所
得
控
除
額
の
合
計
額
を
超
え

る
場
合
に
お
い
て
、
超
え
た
部
分
に
対
す

る
税
額
が
税
額
控
除
（
配
当
控
除
、
特
別

減
税
な
ど
）
の
額
を
超
え
る
人
は
、
必
ず

申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

昨
年
、
新
し
く
開
業
さ
れ
た
人
や
前
年

ま
で
申
告
義
務
の
な
か
っ
た
人
は
、
も
う

一
度
所
得
を
確
か
め
て
み
て
く
だ
さ
い
。

●
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
（
給
与
所
得
の
み
）
の

場
合
、
所
得
税
は
事
業
所
に
お
い
て
年
末

調
整
に
よ
っ
て
精
算
さ
れ
、
確
定
申
告
の

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
次
の
よ
う
な
人

は
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

◎
給
与
の
年
収
が
２
千
万
円
を
超
え
る
人

◎
給
与
以
外
の
所
得（
農
業
所
得
な
ど
）

が
20
万
円
を
超
え
る
人

◎
２
か
所
以
上
か
ら
給
与
を
受
け
て
い
る
人

◎
年
末
調
整
が
さ
れ
て
い
な
い
人

町
県
民
税
の
申
告
相
談

町
県
民
税
の
申
告
相
談
も
同
時
に
別
記

日
程
表
（
７
・
８
ペ
ー
ジ
）
の
と
お
り
実

施
し
ま
す
。
日
時
・
場
所
等
を
お
確
か
め

の
う
え
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人

◎
平
成
19
年
１
月
１
日
現
在
、
八
頭
町

に
住
ん
で
い
た
人

◎
平
成
18
年
中
に
給
与
以
外
の
所
得
が

あ
っ
た
人

◎
２
か
所
以
上
か
ら
給
与
を
受
け
、
年

末
調
整
が
さ
れ
て
い
な
い
人

●
申
告
を
し
な
く
て
も
よ
い
人

◎
所
得
税
の
確
定
申
告
を
さ
れ
た
人

◎
給
与
所
得
だ
け
の
人
で
事
業
所
か
ら

源
泉
徴
収
（
年
末
調
整
）
さ
れ
、
そ

の
給
与
支
払
報
告
書
が
町
に
提
出
さ

れ
て
い
る
人

◎
平
成
18
年
中
の
所
得
が
な
か
っ
た
人

（
た
だ
し
、
国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
場

合
、
軽
減
等
の
判
定
に
必
要
で
す
の
で
、

な
い
場
合
で
も
申
告
が
必
要
で
す
）

すべての農家が
収支計算による申告です。
白色農業所得の申告が、平成16年分より水
稲及び自家用野菜のみの農家も含めて ､ すべて
の農家が収支計算による申告をしていただくこ
とになりました。
申告に備えて、農協営農口座取引の年集計表
や現金取引領収書の整理をして集計表に記入を
お願いします。
今回から収支による申告をされる農家で、収
入及び支出の計上方法等、不明な点がありまし
たら、税務署か役場税務課、各支所住民生活課
までお気軽にご相談ください。

国民年金納付額の
確認方法が変わりました。

確定申告に必要な「国民年金保険料の納付額」の確認方法が変更となっています。
平成17年分確定申告より、国民年金保険料等に係る社会保険料控除の適用を

受ける場合には、「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」を、確定申告書を
提出する際に添付又は提示することとされました。
11月上旬に「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」（9月末までの納付額）

が届けられ、2月上旬にその後の控除証明書が届けられますので、申告をされる
際は、その証明書をご持参のうえ申告をしてください。（領収書でも確認できます。）

※税法改正（所得税法の改正＝証明書の添付又は提示が義務付けとなる）により、
17年分からは「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」として発行する。
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申
告
相
談
は
忘
れ
も
の
の　

             

な
い
よ
う
に
！

申
告
に
は
、
次
の
も
の
を
忘
れ
な
い
で

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

①
所
得
税
の
申
告
書
が
家
に
届
い
て
い
る

人
は
必
ず
そ
の
申
告
書

②
印
鑑

③
事
業
（
農
業
）
所
得
な
ど
の
あ
る
人
は
、

収
入
、
仕
入
れ
、
経
費
の
わ
か
る
も
の

（
集
計
済
み
の
も
の
）

④
給
与
、
年
金
な
ど
の
あ
る
人
は
源
泉
徴
収

票
（
本
人
交
付
分
）
又
は
支
払
証
明
書

⑤
医
療
費
控
除
を
受
け
る
人
は
、
支
払
っ

た
医
療
費
の
領
収
書
、
保
険
な
ど
で
補

て
ん
さ
れ
る
金
額
の
明
細
書

⑥
生
命
保
険
料
及
び
損
害
保
険
料
控
除
を

受
け
る
人
は
、
支
払
保
険
料
の
証
明
書

⑦
住
宅
借
入
金
等
控
除
を
受
け
る
人
は
、

登
記
簿
謄
本
、
住
民
票
の
写
し
、
建
築

工
事
の
請
負
契
約
書
又
は
売
買
契
約

書
、
住
宅
取
得
資
金
に
係
る
借
入
金
の

年
末
残
高
証
明
書

⑧
所
得
税
の
振
替
納
税
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
金
融
機
関
の
普
通
口
座
番
号
が
わ

か
る
も
の（
預
金
通
帳
、銀
行
届
印
な
ど
）

◎
申
告
に
つ
い
て
の
相
談
は
、

鳥
取
税
務
署 

☎（
0
8
5
7
）22
‒2
1
4
1

か
、
役
場
税
務
課
ま
た
は
各
支
所
住
民
生

活
課
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

役
場
税
務
課 　

　
　
　

 

76
‒0
2
0
4

船
岡
支
所
住
民
生
活
課  

72
‒0
1
4
4

八
東
支
所
住
民
生
活
課  

84
‒1
2
2
0

医療費控除を受けられる方は、
事前に領収書を整理しておきましょう。
医療費控除を受けようとする人は、以下のことをお願いします。

⒈領収書の日付を確認してください。
（平成１８年中のものが対象です）
⒉領収書を支払った医院、診療所ごとにまとめ、最後に全部
の合計金額をまとめてください。
※申告書への添付書類は、税務署か役場税務課、各支所住民
生活課にありますので、（申告時の混雑を避けるため）事
前に入手し記入をお願いします。

所得税・町県民税申告相談日程表(郡家地域)
 月 日  場  所 対象地域

2月16日
㈮

郡家保健センター
（宮　谷）

午前 落岩、山志谷、麻生

午後 姫路、明辺、福地、野町

2月19日
㈪

郡家保健センター
（宮　谷）

午前 覚王寺、下津黒、別府、篠波

午後 上津黒、市場、東市場

2月20日
㈫

郡家保健センター
（宮　谷）

午前 延命寺、上大坪、下大坪、奥山上、口山上

午後 上峰寺、下峰寺、山田、山路、花原

2月21日
㈬

郡家保健センター
（宮　谷）

午前 郡家東区、郡家中区、郡家西区、郡家北区

午後 南ヶ丘、練塚、さくら台、福本

2月22日
㈭

郡家保健センター
（宮　谷）

午前 賀茂町、天王木、さつきヶ丘、宮谷

午後 カーサこおげ、ドミールこおげ、下門尾

2月23日
㈮

郡家保健センター
（宮　谷）

午前 フローラル、門尾、井古、稲荷

午後 下坂、奥谷、堀越、宝、若葉

2月26日
㈪

郡家保健センター
（宮　谷）

午前 池田、万代寺、上万代寺

午後 土師百井、土師百井二、石田百井

2月27日
㈫

郡家保健センター
（宮　谷）

午前 久能寺、緑ヶ丘

午後 米岡、国中一区、国中二区

2月28日
㈬

郡家保健センター
（宮　谷）

午前 大門、花、郡家殿

午後 市谷、西御門

3月1日
㈭

中私都改善センター
（下津黒）

午前 落岩、山志谷、麻生

午後 姫路、明辺、福地、野町

3月2日
㈮

中私都改善センター
（下津黒）

午前 覚王寺、下津黒、別府、篠波

午後 東市場、市場、上津黒

3月5日
㈪

中私都改善センター
（下津黒）

午前 延命寺、上大坪、下大坪、奥山上、口山上

午後 上峰寺、下峰寺、山田、山路、花原

3月6日
㈫

国中改善センター
（石田百井）

午前 池田、万代寺、上万代寺

午後 土師百井、土師百井二、石田百井

3月7日
㈬

国中改善センター
（石田百井）

午前 久能寺、緑ヶ丘

午後 米岡、国中一区、国中二区

3月8日
㈭

大御門体育センター
（郡家殿）

午前 大門、花、殿

午後 市谷、西御門

3月9日
㈮

郡家保健センター
（宮　谷）

午前 郡家東区、郡家中区

午後 郡家西区、郡家北区

3月12日
㈪

郡家保健センター
（宮　谷）

午前 南ヶ丘、練塚、さくら台

午後 福本、賀茂町、天王木、さつきヶ丘

3月13日
㈫

郡家保健センター
（宮　谷）

午前 宮谷、カーサこおげ、ドミールこおげ

午後 下門尾、フローラル、門尾

3月14日
㈬

郡家保健センター
（宮　谷）

午前 井古、稲荷、下坂、奥谷

午後 堀越、宝、若葉

3月15日
㈭

郡家保健センター
（宮　谷）

午前
予備日

午後
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所得税・町県民税申告相談日程表(船岡地域)
 月 日  場  所 対象地域
2月19日

㈪

大江地区公民館

（下　野）

午前
大江

午後

2月20日

㈫

大江地区公民館

（下　野）

午前
下野、橋本

午後

2月22日

㈭

済美地区公民館

（船岡殿）

午前
塩上、水口

午後

2月23日

㈮

済美地区公民館

（船岡殿）

午前
船岡殿

午後

2月26日

㈪

隼プール（水泳会館）

（見槻中）

午前
志子部、見槻、西谷

午後

2月27日

㈫

隼プール（水泳会館）

（見槻中）

午前
見槻中、隼郡家

午後

3月1日

㈭

隼プール（水泳会館）

（見槻中）

午前
隼福

午後

3月2日

㈮

隼プール（水泳会館）

（見槻中）

午前
福井、上野

午後

3月5日

㈪

船岡公民館

（船　岡）

午前
坂町

午後

3月6日

㈫

船岡公民館

（船　岡）

午前
下町

午後

3月7日

㈬

船岡公民館

（船　岡）

午前
上町、下濃

午後

3月8日

㈭

船岡公民館

（船　岡）

午前
坂田、薬師

午後

3月9日

㈮

船岡公民館

（船　岡）

午前
丸山

午後

3月12日

㈪

船岡公民館

（船　岡）

午前
新庄、破岩

午後

3月13日

㈫

船岡公民館

（船　岡）

午前
予備日

午後

3月14日

㈬

船岡公民館

（船　岡）

午前
予備日

午後

3月15日

㈭

船岡公民館

（船　岡）

午前
予備日

午後

所得税・町県民税申告相談日程表(八東地域)
 月 日  場  所 対象地域
2月16日

(金)

八東就業改善センター

(安井宿)

午前
安井宿、新宿団地

午後

2月19日

(月)

八東就業改善センター

(安井宿)

午前 新興寺

午後 小別府

2月20日

(火)

八東就業改善センター

(安井宿)

午前 上日下部

午後 下日下部

2月21日

(水)

八東公民館

(才　代)

午前
皆原

午後

2月22日

(木)

八東公民館

(才　代)

午前 鍛冶屋以奥

午後 三浦

2月23日

(金)

八東公民館

(才　代)

午前 才代一

午後 才代二、才代団地

2月26日

(月)

八東公民館

(才　代)

午前 茂田

午後 横田

2月27日

(火)

八東公民館

(才　代)

午前 東一

午後 東二、竹市

2月28日

(水)

八東公民館

(才　代)

午前 岩渕

午後 佐崎

3月1日

(木)

八東体育文化センター

(富　枝)

午前
用呂

午後

3月2日

(金)

八東体育文化センター

(富　枝)

午前
日田

午後

3月5日

(月)

八東体育文化センター

(富　枝)

午前
北山

午後

3月6日

(火)

八東体育文化センター

(富　枝)

午前
下徳丸

午後

3月7日

(水)

八東体育文化センター

(富　枝)

午前 重枝

午後 上徳丸

3月8日

(木)

八東体育文化センター

(富　枝)

午前 富枝

午後 細見

3月9日

(金)

八東体育文化センター

(富　枝)

午前 中

午後 島

3月12日

(月)

八東体育文化センター

(富　枝)

午前 稗谷、南団地

午後 志谷

3月13日

(火)

八東体育文化センター

(富　枝)

午前 中南

午後 上南、下南

3月14日

(水)

八東体育文化センター

(富　枝)

午前
予備日

午後

3月15日

(木)

八東体育文化センター

(富　枝)

午前
予備日

午後

受付時間：午前は9：00～11：30まで、午後は1：00～4：00までです。
　※対象地域以外の方の申告も受付けることができますので、都合の良い時に申告をして下さい。
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ドメスティック・バイオレンス（ＤＶ）をなくしましょう!!

近年、ドメスティック・バイオレンス（ＤＶ）が増加しています。ドメスティック・バイオレン
ス（ＤＶ）とは、配偶者やパートナーなどの親しい関係の人から加えられる暴力をいいます。

ＤＶはただの夫婦げんかではありません。暴力は被害者の人権を踏みにじり、個人の尊厳及び男
女共同参画社会の実現を妨げる、大きな社会問題として、早急に根絶しなければなりません。暴力
の形態は以下のようにさまざまですが、身体や心を傷つけるという点で共通しています。

ドメスティック・バイオレンス（ＤＶ）の被害に遭っている方は、悩みを受け入れてくれる相談
機関が下記のとおりありますので、まずはご相談ください。

○身体的暴力…………………殴る、蹴る、小突く、物を投げつけるなど
○精神的暴力…………………無視する、「ばか、あほ」など見下した言い方をする、交友関係や
　　　　　　　　　　　　　電話を細かくチェックする、金銭を渡さず、使い方を厳しくチェック
　　　　　　　　　　　　　する、実家、親兄弟、友達づきあいを禁止する、女性の役割を決めつ
　　　　　　　　　　　　　けるなど
○性的暴力……………………脅しや暴力で、意に反しで性的行為を強要する、避妊に協力しないなど
○子どもを利用した暴力……子どもに暴力を見せる、女性から子どもを取り上げるなど

【相談窓口】
鳥取県福祉相談センター　鳥取市江津318-1　　　　☎ 0857-26-8630
中部心と女性の相談室　　倉吉市巌城町2　　　　  ☎ 0858-23-3147
西部心と女性の相談室　　米子市東福原1丁目1-45　☎ 0859-38-2250
○受付時間平日（月～金）8:30～17:00

【緊急保護の必要な場合】時間外・休日でも対応します。
鳥取県福祉相談センター　☎ 0857-23-1031
中部心と女性の相談室　　☎ 0858-22-7430
西部心と女性の相談室　　☎ 0859-31-9304

【夜間相談専用】
○受付時間平日、休日　22：00～8：30

　☎ 0858-26-9807
　☎ 090-8064-1754
　☎ 090-6837-3160
　☎ 090-5610-2385

※いずれも専門の相談員が応対しており、秘密は必ず守られます。

鳥取県の女性相談の状況（平成１８年３月末）

相談取扱件数の推移（婦人相談所、心と女性の相談室、市婦人相談員）
区　分 Ｈ９ Ｈ１０ Ｈ１１ Ｈ１２ Ｈ１３ Ｈ１４ Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７

総相談取扱件数 821 857 929 1,128 914 1,807 2,236 1,921 2,049
うちＤＶ件数 34 48 94 268 148 379 462 519 535
割合（％） 4.1 5.6 10.1 23.8 16.2 21.0 20.7 27.0 26.1

一時保護件数（ＤＶ） － － 15 19 28 92 131 94 84
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み
ん
な
で
考
え
よ
う
男
女
共
同
参
画

̶

八
頭
町
男
女
共
同
参
画
推
進
会
議
の
活
動
か
ら̶

青
年
団
と
の

意
見
交
換
会
開
催

八
頭
町
男
女
共
同
参
画
推
進
会

議
八
東
支
部
で
は
、
「
若
者
と
と

も
に
男
女
共
同
参
画
を
考
え
よ

う
」
を
テ
ー
マ
の
10
月
11
日
、
八

頭
町
連
合
青
年
団
と
八
東
支
部
会

員
で
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

青
年
団
か
ら
は
男
性
１
名
を
含

む
６
名
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、

八
東
支
部
会
員
か
ら
は
７
名
の
参

加
と
13
名
で
、
身
近
な
日
常
生
活

の
中
で
感
じ
て
い
る
こ
と
を
率
直

に
話
し
合
い
ま
し
た
。

【
青
年
団
員
か
ら
出
さ
れ
た
意
見
】

○
両
親
は
共
働
き
で
あ
る
が
、
父

は
家
事
を
し
な
い
。
母
が
夕
食

の
支
度
か
ら
後
か
た
づ
け
を
し

て
い
る
姿
を
見
て
疲
れ
て
い
る

の
に
大
変
だ
と
思
っ
た
。
結
婚

し
た
ら
、
自
分
の
で
き
る
こ
と

は
協
力
し
て
い
け
る
家
族
を
築

き
た
い
。

○
葬
式
な
ど
の
法
要
の
と
き
、
表

の
席
に
出
て
い
る
の
は
ほ
と
ん

ど
男
性
で
、
裏
方
で
忙
し
く
働

き
ま
わ
っ
て
い
る
母
や
祖
母
の

姿
を
見
て
育
っ
た
。
女
は
表
の

席
に
な
ぜ
座
れ
な
い
の
か
と
疑

問
に
思
っ
て
い
た
。

○
結
婚
し
て
も
仕
事
は
続
け
た

い
。
経
済
的
な
問
題
も
あ
る

し
、
仕
事
に
や
り
が
い
を
感
じ

て
い
る
か
ら
。
子
ど
も
が
産
ま

れ
て
も
出
来
る
だ
け
仕
事
は
止

め
た
く
な
い
。

な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
、
女
性

に
と
っ
て
仕
事
は
結
婚
、
出
産
ま

で
の
腰
掛
け
的
な
も
の
で
は
な

く
、
自
分
の
生
き
方
や
将
来
を
見

据
え
た
し
っ
か
り
と
し
た
意
見
を

持
っ
て
い
る
こ
と
に
感
心
し
ま
し

た
。ま

た
、
自
分
の
親
を
見
て
い
て

家
事
労
働
が
母
親
に
偏
っ
て
い
る

と
感
じ
て
お
り
、
家
庭
の
中
か
ら

男
女
が
協
力
し
あ
え
る
環
境
づ
く

り
を
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ

る
と
感
じ
ま
し
た
。

他
団
体
と
の
意
見
交
換
会
は
初

め
て
の
取
組
で
し
た
が
、
地
域
の

皆
さ
ん
と
も
に
考
え
て
い
く
中
で

少
し
づ
つ
で
も
八
頭
町
の
男
女
共

同
参
画
を
推
進
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

（
八
東
支
部　

本
田　

享
代
）

船
岡
地
域
の
町
議
会

議
員
さ
ん
と
の
意
見

交
歓
会
開
催

船
岡
支
部
で
は
他
団
体
と
の
意

見
交
換
会
の
場
を
持
と
う
と
い
う

こ
と
で
、
船
岡
地
域
の
町
議
会
議

員
さ
ん
５
名
と
船
岡
支
部
会
員
10

名
で
男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
の

意
見
や
日
頃
思
っ
て
い
る
こ
と
に

つ
い
て
意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。

【
船
岡
地
域
の
町
議
会
議
員
さ
ん

の
意
見
】

○
男
女
共
同
参
画
と
い
う
の
は
な

か
な
か
理
解
し
に
く
い

○
社
会
進
出
へ
の
女
性
の
サ
ポ
ー

ト
が
ま
だ
で
き
て
い
な
い
の
で

は
な
い
か

○
ま
ず
自
分
の
生
活
の
中
か
ら
見

直
し
た
い

○
政
治
へ
の
参
加
に
女
性
の
割
当

制
を
設
け
る
の
は
反
対
だ
が
、

女
性
に
は
ど
ん
ど
ん
進
出
し
て

ほ
し
い
。
女
性
の
割
り
当
て
制

を
設
け
な
く
て
も
、
や
る
気
が

あ
れ
ば
出
れ
ば
良
い

な
ど
の
意
見
が
出
ま
し
た
。
議

員
さ
ん
と
意
見
交
換
を
す
る
中
で

感
じ
た
の
は
、
や
は
り
男
女
共
同

参
画
の
意
識
を
拡
げ
て
い
く
こ
と

の
難
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
議
員

さ
ん
の
年
代
や
思
想
も
違
う
中
で

受
け
止
め
方
に
も
随
分
差
が
あ
る

よ
う
に
思
い
ま
し
た
。
男
女
共
同

参
画
を
テ
ー
マ
と
し
て
男
性
ば
か

り
の
議
員
さ
ん
の
思
い
を
聞
か
せ

て
い
た
だ
き
、
大
変
参
考
に
な
り

ま
し
た
。

今
後
は
、
女
性
自
身
が
ま
ず
自

立
す
る
と
と
も
に
、
家
庭
、
地

域
、
職
場
で
男
女
共
同
参
画
の
実

践
を
積
み
重
ね
て
い
く
こ
と
の
必

要
性
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

（
船
岡
支
部　

鎌
谷　

裕
子
）

八
東
支
部  

10
／
11

船
岡
支
部  

11
／
17
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男
女
共
同
参
画

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催

郡
家
支
部
で
は
、
「
学
校
、
家

庭
、
地
域
が
子
ど
も
の
食
を
考
え

よ
う
」
を
テ
ー
マ
に
男
女
共
同
参

画
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
、
多
数

の
参
加
者
で
熱
気
に
包
ま
れ
ま
し

た
。Ｊ

Ａ
鳥
取
県
食
農
教
育
支
援
セ

ン
タ
ー
客
員
研
究
員
の
川
瀬
滋
子

さ
ん
が
、
「
こ
の
50
年
間
で
日
本

の
食
卓
は
大
き
く
変
わ
っ
た
。
欧

米
化
が
進
み
、
輸
入
食
料
品
が
増

加
し
、
し
か
も
手
っ
取
り
早
い
方

法
で
食
事
を
取
る
よ
う
に
な
っ

た
。
こ
の
結
果
何
が
起
き
て
い
る

か
と
い
う
と
、
ア
レ
ル
ギ
ー
な

ど
の
健
康
へ
の
影
響
が
出
る
子
ど

も
、
旬
の
季
節
が
解
ら
な
い
子
ど

も
、
魚
の
原
型
を
知
ら
な
い
子
ど

も
も
多
く
な
っ
た
。

食
の
変
化
は
、
家
族
の
在
り
方

に
も
変
化
を
及
ぼ
し
て
お
り
、
今

こ
そ
家
庭
、
地
域
、
学
校
、
職
場
で

食
を
見
直
し
生
涯
に
わ
た
っ
て
健

全
な
心
と
身
体
を
培
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
郡
家
給
食
セ
ン
タ
ー

の
東
郷
栄
養
職
員
さ
ん
の
郡
家
給

食
セ
ン
タ
ー
で
の
地
産
地
消
の
取

組
や
、
郡
家
東
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
副

会
長
倉
田
さ
ん
は
「
ノ
ー
テ
レ

ビ
」
の
取
組
を
通
し
て
メ
デ
ィ
ア

を
正
し
く
読
み
取
る
こ
と
の
大
切

さ
を
話
さ
れ
、
郡
家
西
小
学
校
Ｐ

Ｔ
Ａ
会
長
の
奥
田
さ
ん
は
「
朝
ご

は
ん
」
活
動
の
取
組
や
子
ど
も
と

同
じ
空
間
で
同
じ
時
間
に
話
し
を

聞
き
、
実
習
し
て
味
わ
う
こ
と
の

大
切
さ
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
通
し
て

「
食
」
に
対
し
て
学
校
、
家
庭
、

地
域
で
真
剣
に
取
り
組
む
こ
と
の

必
要
性
を
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ

る
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

（
郡
家
支
部　

平
木　

久
子
）

平成19年度「男女共同参画週間」の標語の募集！！
男女が、互いにその人権を尊重しつつ喜びも責任も分かち合い、性別にかかわりなく、その個性と
能力を十分に発揮することができる男女共同参画社会の実現に向け、平成13年度より、「男女共同
参画週間」（6月23日～29日）を実施しています。
つきましては、この週間の趣旨を広く浸透させるための標語を下記のとおり募集します。
たくさんの方がご応募ください。

記

１． 募集内容 男女共同参画をテーマにした標語。特に、仕事と生活（家庭・地域）の調和（ワーク・ライ
フ・バランス）を推進するような標語を募集します。

２． 応募資格 どなたでも応募できます。ただし、個人によるものとします。応募発表は、未発表の自作の
ものに限ります。

３． 募集期限 平成19年1月16日（火）～同年2月23日（金）まで（必着）

４． 応募方法

官製ハガキ、電子メール、ファクシミリ1通に1作品を記入し、住所・氏名・年齢・性別・電
話番号をご記入の上、下の宛先までお送りください。おひとり何作品でも応募できます。

郵送の場合 〒100-8914東京都千代田区永田町1-6-1内閣府男女共同参画局総務課
「標語募集係」あて

ファクシミリの場合 03-3581-9566内閣府男女共同参画局総務課「標語募集係」あて
電子メールの場合 http://www.gender.go.jp/にアクセスしてください。

５． 審 査 等
内閣府において審査を行い、入賞作品（最優秀賞1作品、優秀賞2作品）を決定します。入賞作品
は、応募者ご本人に通知し、記念品を贈りますお送りします。最優秀作品は、平成19年6月29日
（金）に開催する予定の「男女共同参画社会作りに向けての全国会議」において表彰します。

６． そ の 他 ・応募作品は返却致しません・入賞作品の著作権は、内閣府に帰属します。・最優秀作品は
「男女共同参画週間」のポスター等に使用する予定です。

お問い合わせは
内閣府男女共同参画局総務課　広報啓発担当

☎03-3581-2022（課直通）

（参　考）
○平成１８年度「男女共同参画週間」の標語
「参画で　職場に活気　家庭にゆとり」（岐阜県　後藤　順様）

郡
家
支
部  

1
／
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人

権

の

ひ

ろ

ば

  
第
2
回
部
落
解
放
研
究
集
会

人

権

の

ひ

ろ

ば

12
月
10
日（
日
）
郡
家
公
民
館
で「
第

２
回
八
頭
町
部
落
解
放
研
究
集
会
」
が
約

3
0
0
名
の
参
加
に
よ
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

開
会
行
事
に
続
い
て
、「
人
権
一
人
芝

居
」
と
、
四
つ
の
「
分
科
会
」
に
分
か
れ

て
熱
心
な
討
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

元
関
西
芸
術
座
の
俳
優
・
小
林
泉
さ
ん

を
招
い
て
「
母
さ
ん
、
笑
っ
て
」
を
演
じ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
母
さ
ん
、
笑
っ
て
」
は
、
結
婚
差
別
に

ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
、
差
別
問
題
に
直
面
し
た

人
間
の
心
の
問
題
を
問
い
か
け
た
作
品
で
、

誰
の
心
に
も
潜
む
差
別
す
る
心
や
偏
見
を

素
直
に
認
め
、
そ
の
中
で
人
間
と
し
て
成

長
を
遂
げ
て
い
く
過
程
を
前
向
き
に
描
い

た
小
林
さ
ん
の
自
作
自
演
の
舞
台
で
し
た
。

早
く
に
夫
を
亡
く
し
た
晴
恵
は
二
人
の

子
ど
も
を
抱
え
て
懸
命
に
生
き
、
平
凡
な

家
庭
の
幸
せ
を
守
っ
て
き
た
。
娘
の
結
婚

話
…
青
年
の
身
元
を
知
っ
て
一
家
に
波
乱

が
起
き
る
。
娘
の
家
出
。
そ
の
影
響
か
ら

息
子
の
縁
談
も
破
れ
親
戚
か
ら
も
冷
た
い

反
応
。
笑
顔
を
忘
れ
、
心
を
閉
ざ
し
た
地

獄
の
日
々
が
続
く
。

「
人
は
皆
、
若
い
頃
の
純
粋
な
心
を
忘

れ
、
汚
れ
た
大
人
に
な
る
」

恩
師
の
言
葉
に
閉
ざ
さ
れ
て
い
た
心
の

扉
が
開
か
れ
た
。
四
年
間
の
苦
悩
を
乗
り

越
え
、
残
さ
れ
た
人
生
を
人
間
ら
し
く
強

く
生
き
よ
う
と
す
る
ひ
た
む
き
な
姿
を
描

い
た
作
品
で
し
た
。

人
権
一
人
芝
居
上
演
後
、
小
林
さ
ん
か

ら
〝
差
別
戒
名
の
旅
〞
や
〝
識
字
の
炎
は

燃
え
て
〞
な
ど
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
作

「
あ
い
つ
ぐ
差
別
事
件
に
学
ぶ
」
と
題

し
て
倉
吉
市
や
ま
び
こ
人
権
文
化
セ
ン
タ

ー
の
下
吉
真
二
さ
ん
に
、
講
義
を
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

２
０
０
２
年
以
降
鳥
取
県
内
で
は
90

件
を
超
え
る
差
別
事
象
が
発
生
し
て
い

ま
す
。
そ
の
中
で
も
、
差
別
落
書
き
は

多
発
し
て
お
り
２
０
０
４
年
６
月
か
ら

２
０
０
６
年
８
月
ま
で
に
発
生
し
た
23
件

の
差
別
落
書
き
に
つ
い
て
お
話
が
あ
り
ま

し
た
。

ま
た
、
投
書
等
に
よ
る
差
別
事
象
の
実

態
を
お
話
し
て
い
た
だ
く
中
で
、
差
別
を

受
け
た
人
の
つ
ら
い
思
い
、
そ
の
ま
わ
り

の
人
の
思
い
な
ど
お
話
い
た
だ
き
、
今
後

の
差
別
解
消
、
人
権
確
立
に
向
け
た
取
り

組
み
の
糧
と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

第
１
分
科
会

第
２
分
科
会

昨
年
度
制
定
さ
れ
た
「
鳥
取
県
人
権
救

済
推
進
及
び
手
続
に
関
す
る
条
例
」
に
つ

い
て
、
部
落
解
放
同
盟
鳥
取
県
連
合
会
の

中
田
幸
雄
執
行
委
員
長
に
、
最
近
の
状
況

を
含
め
て
お
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。全

国
各
地
で
発
生
し
て
い
る
差
別
事
象

の
実
態
か
ら
、
法
整
備
の
必
要
性
、
ま
た

条
例
制
定
ま
で
の
経
過
、「
鳥
取
県
人
権

救
済
推
進
及
び
手
続
に
関
す
る
条
例
」
の

評
価
と
課
題
に
つ
い
て
お
話
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

人
権
一
人
芝
居

品
に
出
演
し
た
折
り
、
現
地
取
材
で
お
会

い
し
た
方
々
と
の
、
様
々
な
ふ
れ
あ
い
の

な
か
で
感
じ
た
こ
と
、
心
に
深
く
刻
ん
だ

こ
と
な
ど
を
お
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
一
人
芝
居
の
上
演
で
全
国

各
地
を
訪
れ
、
自
分
の
眼
で
見
て
感
じ
た

こ
と
や
、
さ
ら
に
深
ま
っ
た
差
別
撤
廃
へ

の
思
い
を
わ
か
り
や
す
く
お
話
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

こ
の
芝
居
に
よ
っ
て
、
私
た
ち
の
心
の

奥
に
潜
む
差
別
や
偏
見
を
も
つ
心
の
問
題

を
再
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
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第
３
分
科
会

「
八
頭
町
の
被
差
別
部
落
の
起
こ
り
」

と
題
し
て
八
頭
町
同
和
教
育
指
導
員
の
坂

田
收
さ
ん
に
、
講
義
を
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

全
国
の
被
差
別
部
落
の
起
こ
り
か
ら
鳥

取
藩
の
こ
と
、
そ
し
て
八
頭
町
の
被
差
別

部
落
が
ど
の
よ
う
に
し
て
位
置
付
け
ら
れ

た
か
を
、
さ
ら
に
、「
血
が
穢
れ
て
い
る

と
い
っ
た
よ
う
な
誤
っ
た
意
識
が
い
ま
だ

に
続
い
て
い
る
こ
と
が
、
差
別
を
す
る
原

因
と
な
っ
て
い
る
。」
と
自
ら
の
研
究
を

基
に
お
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

第
4
分
科
会

「
〜
な
ん
か
へ
ん
だ
な
あ
〜
」
と
題
し

て
森
下
八
頭
町
人
権
教
育
推
進
員
の
進
行

で
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
つ
い
て
学
習
活
動
を

し
ま
し
た
。

【
全
体
会
】

ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
つ
い
て
の
意
識
に
つ

い
て
、
質
問
、
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
ま
し

た
。
参
加
者
の
多
く
の
方
が
敏
感
な
人

権
の
視
点
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。

朗
読
劇｢

〜
な
ん
か
へ
ん
だ
な
あ
〜

｣
を
、
参
加
者
の
方
に
朗
読
し
て
い
た

だ
き
、
次
の
よ
う
な
内
容
で
グ
ル
ー
プ

討
議
を
し
ま
し
た
。

ポ
イ
ン
ト
①

あ
な
た
の
家
で
、
妻
は
夫
を
、
夫
は
妻

を
ど
う
呼
び
ま
す
か
？

ポ
イ
ン
ト
②

あ
な
た
の
家
で
、
男
性
が
ど
の
程
度
、
家

事
、
育
児
、
介
護
に
係
っ
て
い
ま
す
か
？

ポ
イ
ン
ト
③

あ
な
た
の
部
落
で
、

・
区
長
、
公
民
館
長
、
班
長
等
の
役
員
に

女
性
が
占
め
る
割
合
は
ど
の
く
ら
い
で

す
か
？

・
会
合
で
の
座
席
は
男
女
が
ど
の
よ
う
に

座
っ
て
い
ま
す
か
？

・
お
茶
出
し
や
か
た
づ
け
は
、
主
に
女
性

が
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

【
参
加
者
の
意
見
】

①
「
名
前
で
呼
ぶ
」
と
い
う
意
見
も
あ
っ

た
が
、
「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
・
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
」
「
お
父
さ
ん
・
お
母
さ
ん
」

と
い
う
意
見
が
多
か
っ
た
。
ま
た
、

「
二
人
の
時
は
馴
れ
合
い
で
呼
ぶ
」
と

い
う
意
見
も
あ
っ
た
。

②
「
共
働
き
な
の
で
、
協
力
し
合
っ
て

し
て
き
た
」
「
男
性
も
育
児
休
暇
を
取

る
べ
き
で
は
な
い
か
」
ま
た
、
「
介
護

は
と
て
も
大
変
な
の
で
協
力
し
た
」
等

家
庭
内
で
協
力
し
て
い
る
意
見
が
あ
っ

た
。

③
「
役
員
の
名
前
は
男
性
だ
け
ど
、
実
際

は
家
族
で
対
応
す
る
」
「
区
長
の
選
挙

に
は
女
性
の
名
前
も
で
る
」
と
い
っ
た

意
見
や
、
「
座
席
は
、
女
性
が
控
え
目

で
男
性
に
譲
る
」
「
女
性
は
遠
慮
、
逃

げ
腰
、
断
り
た
い
」
「
お
茶
出
し
は
自

主
的
に
女
性
が
す
る
け
ど
、
後
か
た
づ

け
は
男
女
問
わ
ず
す
る
」
と
い
う
意
見

も
あ
っ
た
。

 
（
グ
ル
ー
プ
毎
で
、
お
互
い
が
学
び

あ
っ
て
実
践
で
き
る
よ
う
に
、
他
に
も

｢

な
ん
か
へ
ん｣

と
思
う
こ
と
を
出
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
）

【
ま
と
め
】

家
事
や
育
児
を
お
互
い
が
助
け
合
い

な
が
ら
や
り
、
相
手
を
思
い
や
り
、
支

え
合
う
こ
と
で
、
家
庭
が
う
ま
く
成
り

立
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

人
権
・
同
和
問
題
の
解
決
に
む
け
て

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
差
別

事
象
は
後
を
絶
た
な
い
現
状
で
す
。
差

別
解
消
の
た
め
に
は
、
差
別
さ
れ
た
人

だ
け
の
課
題
に
す
る
の
で
は
な
く
、
み

ん
な
が
自
ら
の
課
題
と
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
そ
の
こ
と
で
自
ら
の
差
別
性

を
ふ
り
か
え
り
、
そ
の
心
を
解
放
す
る

（
行
動
と
な
る
）
き
っ
か
け
に
な
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

誰
も
が｢

お
か
し
い
こ
と
は
お
か
し

い｣

と
言
え
、
み
ん
な
で
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
社
会
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
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船
岡
文
化
セ
ン
タ
ー

部
落
問
題
を
解
決
し
、
人
権
文
化
の
創
造
を

̶

第
58
回
全
国
人
権
・
同
和
教
育
研
究
大
会
参
加
報
告̶

12
月
２
・
３
日
、
愛
媛
県
松
山

市
に
於
い
て
、
第
58
回
全
国
人

権
・
同
和
教
育
研
究
大
会
が
開
催

さ
れ
、
学
校
の
先
生
を
始
め
と
す

る
二
万
余
名
の
関
係
者
が
全
国
各

地
か
ら
結
集
し
、
部
落
差
別

を
は
じ
め
と
す
る
あ
ら
ゆ
る

差
別
の
解
消
に
つ
い
て
議
論

を
し
ま
し
た
。

本
年
は
、
日
本
国
憲
法
が
公

布
さ
れ
て
60
年
と
い
う
節
目
の

年
に
あ
た
り
ま
す
。
日
本
に
於

い
て
は
戦
争
放
棄
、
基
本
的
人

権
の
尊
重
を
基
本
と
し
、
日
本

国
憲
法
が
施
行
さ
れ
、
す
べ
て

の
国
民
は
自
由
と
平
等
を
何
人

も
犯
し
て
は
な
ら
な
い
と
し
て

い
ま
す
。

ま
た
、
同
和
対
策
審
議
会

答
申
が
出
て
42
年
、
同
和
問

題
は
人
類
普
遍
の
原
理
で
あ
る
人

間
の
自
由
と
平
等
に
関
す
る
問
題

で
あ
り
部
落
問
題
を
未
解
決
に
放

置
す
る
こ
と
は
断
じ
て
許
さ
れ
な

い
こ
と
等
あ
ら
た
め
て
学
習
し
ま

し
た
。

基
調
報
告
で
は
「
同
和
教
育

は
、
教
育
活
動
の
中
で
特
別
な
部

分
を
な
す
教
育
で
は
な
い
。
差
別

に
苦
し
ん
で
い
る
国
民
大
衆
全
体

の
要
求
の
上
に
立
っ
た
真
の
民
主

主
義
教
育
で
あ
る
。
国
民
的
な
課

題
の
現
実
的
な
要
請
に
根
ざ
し
、

教
育
の
真
実
を
貫
こ
う
と
す
る
教

育
で
あ
る
。
」
と
訴
え
ら
れ
ま
し

た
。午

後
か
ら
の
分
科
会
で
、
私
は

主
会
場
に
残
り
地
元
愛
媛
県
宇
和

島
市
人
権
教
育
協
議
会
の
発
表
を

聴
き
ま
し
た
。

現
在
は
77
才
に
な
る
女
性
で
し

た
が
、
宇
和
島
市
の
被
差
別
部
落

に
生
ま
れ
、
両
親
と
兄
と
の
四
人

暮
ら
し
で
、
父
親
は
会
社
勤
め
、

母
親
は
商
売
を
し
て
い
た
と
い
う

こ
と
で
、
当
時
と
し
て
は
、
あ
る

程
度
、
裕
福
な
暮
ら
し
を
し
て
い

た
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
子
ど

も
の
し
つ
け
に
は
と
て
も
厳
し

く
、
特
に
、
相
手
を
「
大
切
に
思

う
心
を
も
て
」
と
言
う
言
葉

一
点
に
貫
か
れ
た
両
親
だ
っ

た
そ
う
で
す
。

彼
女
が
部
落
差
別
に
で
あ

っ
た
の
は
、
小
学
校
６
年
生

の
と
き
で
、
友
達
同
士
の
け

ん
か
中
に
、
け
ん
か
相
手
に

何
度
も
餞
称
語
を
言
っ
て
い

る
の
を
聞
い
て
、
家
に
帰
っ

て
か
ら
母
親
に
言
葉
の
意
味

を
聞
い
た
と
こ
ろ
、
一
瞬
、

顔
を
く
も
ら
せ
た
も
の
の
、

た
だ
ひ
と
言
、
「
人
と
け
ん

か
を
し
て
は
だ
め
」
と
言
う

だ
け
で
し
た
。

結
局
、
友
達
と
村
の
役
員
さ
ん

に
意
味
を
聞
い
て
、
初
め
て
被
差

別
部
落
の
こ
と
を
知
っ
た
そ
う
で

す
。『

同
じ
赤
い
血
が
流
れ
て
い
る

同
じ
人
間
同
士
、
な
ぜ
差
別
さ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
！
』

こ
れ
が
部
落
差
別
の
現
実
で
あ

る
こ
と
を
知
ら
さ
れ
、
戦
前
、
戦

後
を
と
お
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
差

別
に
遭
遇
し
て
き
た
こ
と
を
切
々

と
語
ら
れ
ま
し
た
。

差
別
す
る
人
が
い
る
か
ぎ
り
、

差
別
は
な
く
な
ら
な
い
で
し
ょ

う
。し

か
し
、
人
が
作
っ
た
差
別
な

ら
、
人
の
力
で
な
く
す
こ
と
が
で

き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
大
会
に
参
加
し
て
、
部
落

差
別
を
は
じ
め
と
す
る
あ
ら
ゆ
る

差
別
の
完
全
解
消
に
向
け
て
、
一

層
の
取
り
組
み
を
し
て
行
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
、

あ
ら
た
め
て
強
く
感
じ
さ
せ
ら
れ

ま
し
た
。

〔
大
会
参
加
者
よ
り
〕
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八
東
隣
保
館

郡
家
隣
保
館

１
月
５
日
（
金
）
隣
保
館
主
催

の
習
字
教
室
『
書
き
初
め
会
』
で
、

新
年
の
決
意
を
墨
に
込
め
ま
し

た
。こ

の
日
は
６
名
の
参
加
で
、
正

月
に
ち
な
ん
だ
課
題
文
字
の
一
文

字
一
文
字
に
心
を
込
め
て
い
ま
し

た
。ま

た
、
朝
倉
先
生
や
水
本
館
長

か
ら
１
年
間
の
心
構
え
や
隣
保
館

で
開
催
し
て
い
る
こ
と
の
意
義
を

聞
き
心
を
引
き
締
め
ま
し
た
。

書
き
上
げ
た
後
は
、
ケ
ー
キ
を

食
べ
な
が
ら
緊
張
を
ほ
ぐ
し
、
そ

れ
ぞ
れ
が
今
年
の
決
意
を
新
た

に
、
土
産
の
お
菓
子
等
の
福
袋
に

夢
と
希
望
も
詰
め
て
、
平
和
な
新

年
へ
の
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

書
に
心
を
込
め
て

こ
ん
な
に
沢
山
の
砂
糖
が
？

10
月
13
日（
金
）「
国
中
長
寿
荘
」

で
長
寿
会
々
員
12
名
参
加
の
も
と

に
、
隣
保
館
主
催
の
健
康
料
理
講

習
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

郡
家
保
健
セ
ン
タ
ー
奥
田
栄
養

士
に
よ
る
６
つ
の
食
品
群
の
図
柄

で
説
明
を
受
け
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の

よ
い
食
事
セ
ッ
ト
に
つ
い
て
の
話

を
聴
き
ま
し
た
。
特
に
、
日
常
生

活
の
中
で
よ
く
飲
ん
で
い
る
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
の
中
に
含
ま
れ
る
砂
糖

の
量
に
つ
い
て
は
、
参
加
者
の
関

心
が
集
ま
り
、
と
て
も
具
体
的
で

分
か
り
易
い
説
明
で
、
講
義
の
後

も
質
問
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
他
、
日
常
生
活
で
の
素
朴

な
疑
問
に
も
丁
寧
に
答
え
て
も
ら

え
非
常
に
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

調
理
実
習
で
は
、「
さ
ん
ま
ご

は
ん
」「
さ
つ
ま
汁
」「
く
ず
し
豆

腐
と
海
藻
サ
ラ
ダ
」「
梨
ケ
ー
キ
」

を
作
り
ま
し
た
。
特
に
、
豆
腐
料

理
で
は
、
国
中
で
月
に
１
回
は
豆

腐
づ
く
り
を
し
て
い
る
の
で
大
変

興
味
深
く
、
す
ぐ
に
で
も
実
行
で

き
そ
う
で
し
た
。
梨
ケ
ー
キ
は
、

室
内
に
良
い
香
り
が
漂
い
心
豊
か

な
気
分
に
な
り
ま
し
た
。

今
回
、
男
性
に
は
洗
い
物
を
主

に
受
け
も
っ
て
も
ら
い
ま
し
た

が
、
次
回
は
男
性
で
調
理
実
習
が

し
た
い
と
い
う
希
望
も
で
る
程
、

実
に
ほ
の
ぼ
の
と
の
ど
か
で
、
和

気
あ
い
あ
い
と
し
た
楽
し
い
ひ
と

時
で
、
参
加
者
同
士
の
ふ
れ
あ
い

と
交
流
も
一
層
深
ま
り
ま
し
た
。

〔
谷
本
昭
国
中
長
寿
会
々
長
記
〕

心を込めた作品

講義のようす

調理実習のようす

識
字
学
級
は
、
昭
和
38
年
、
福

岡
県
行
橋
市
・
京
都
（
み
や
こ
）

郡
の
「
開
拓
学
校
」
に
始
ま
る
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
取
り
組
み

は
、
筑
豊
の
産
炭
地
帯
を
中
心
に

広
が
り
ま
し
た
。
当
時
に
炭
鉱
で

働
く
被
差
別
部
落
の
人
た
ち
は
文

字
を
知
ら
な
か
っ
た
た
め
、
肉
体

労
働
な
ど
厳
し
い
労
働
条
件
で
働

か
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま

た
、
文
字
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
た

め
炭
車
を
数
え
る
の
に
石
を
並
べ

た
と
い
う
話
も
あ
り
ま
し
た
。
産

炭
地
帯
を
中
心
に
識
字
学
級
が
広

が
っ
た
背
景
に
は
、
こ
の
よ
う
な

部
落
差
別
が
あ
っ
た
の
で
す
。
そ

し
て
、
福
岡
で
と
も
さ
れ
た
識
字

の
灯
は
や
が
て
各
地
に
広
が
り
ま

し
た
。
現
在
、
西
日
本
の
被
差
別

部
落
を
中
心
に
約
６
０
０
の
識
字

学
級
が
開
催
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

文
字
を
学
習
す
る
と
い
う
こ
と

は
、
単
に
読
み
書
き
を
学
ぶ
と
い

う
こ
と
だ
け
で
な
く
て
、
あ
ら
ゆ

る
抑
圧
を
は
ね
の
け
、
人
間
と
し

て
解
放
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

学
級
生
た
ち
は
、
文
字
の
読
み

書
き
を
取
り
戻
す
営
み
を
と
お
し

て
、
差
別
が
そ
れ
ま
で
以
上
に
は

「
識
字
学
級
」
に
学
ぶ

っ
き
り
と
見
え
、
差
別
を
許
さ
な

い
差
別
解
消
の
熱
心
な
実
践
者
に

育
っ
て
い
ま
す
。

以
上
が
、
識
字
学
級
の
内
容
で

す
。八

東
地
域
に
お
い
て
も
一
時
中

断
の
時
期
も
あ
り
ま
し
た
が
20
年

以
上
前
か
ら
識
字
学
級
を
開
催

し
て
お
り
、
多
数
の
方
が
学
習
に

参
加
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
は
、
小

人
数
で
毎
月
1
回
学
習
し
て
い
ま

す
。
小
人
数
で
す
の
で
わ
き
あ
い

あ
い
で
楽
し
く
時
間
を
過
ご
さ
れ

て
い
ま
す
。
受
講
生
も
文
字
を
取

り
戻
す
こ
と
で
差
別
解
消
に
向
け

て
大
き
く
一
歩
踏
み
出
し
て
お
り

ま
す
。
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生
活
習
慣
病
を
予
防
し
ま
し
ょ
う

―
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
つ
い
て
―

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
を

予
防
す
る
に
は

①
１
日
３
食
、
規
則
正
し
く
食
べて

腹
八
分
目
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

②
寝
る
前
３
時
間
は
食
事
、
間
食

を
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

③
運
動
不
足
に
な
ら
な
い
よ
う

に
日
常
生
活
の
中
で
か
ら
だ

を
動
か
し
ま
し
ょ
う
。

④
た
ば
こ
は
や
め
、
ア
ル
コ
ー
ル

は
ほ
ど
ほ
ど
に
し
ま
し
ょ
う
。

（
１
日
に
日
本
酒
な
ら
１
合

程
度
で
、休
肝
日
を
設
け
る
。）

⑤
睡
眠
を
十
分
に
と
り
、
ス
ト

レ
ス
を
解
消
し
ま
し
ょ
う
。

⑥
定
期
的
に
健
康
診
断
を
受
け

ま
し
ょ
う
。

生活習慣病予防週間
2月 1日㈭～7日㈬

生活習慣病予防週間のスローガン
「ウエストのサイズダウンで健康アップ！」

1に運動　2に食事
しっかり禁煙
最後にクスリ

̶いい生活習慣は気持ちがいい！̶

肥
満
が
あ
っ
て
、
そ
こ
に
「
中

性
脂
肪
が
や
や
高
め
」
「
血
圧
が

ち
ょ
っ
と
高
め
」
「
血
糖
値
が
少

し
高
め
」
と
い
っ
た
軽
い
症
状
で

も
、
症
状
が
重
な
る
と
動
脈
硬
化

の
危
険
性
が
高
く
な
る
こ
と
が
、

最
近
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の

状
態
を
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ

ー
ム
（
内
臓
脂
肪
症
候
群
）
と
い

い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
態
を
放
置
す
る

と
、
脳
卒
中
、
心
筋
梗
塞
な
ど
の

生
活
習
慣
病
を
引
き
起
こ
す
原
因

に
な
り
ま
す
。

図１腹囲の測り方

おへその位置で
水平に測ります
(ウエスト位置ではない）
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は
じ
め
ま
し
ょ
う
！　

認
知
症
予
防

認
知
症
は

本
人
や
周
囲
の
人
の
協
力
し
だ

い
で
発
症
を
予
防
し
、
進
行
を
遅

ら
せ
る
こ
と
が
可
能
な
病
気
で
す
。

　

覚
え
て
お
き
た
い

認
知
症
予
防
・
対
応
の

　

正
し
い
知
識

◇
早
期
に
正
し
い
診
断
を
受
け
る

早
期
に
発
見
し
て
適
切
な
治

療
や
ケ
ア
を
受
け
れ
ば
症
状
を

や
わ
ら
げ
た
り
、
薬
を
飲
む
こ

と
で
進
行
を
遅
ら
せ
る
こ
と
が

で
き
る
病
気
で
す
。

家
族
の
接
し
方
な
ど
も
相
談

し
ま
し
ょ
う
。

◇
認
知
症
の
サ
イ
ン
を
見
逃
さ

な
い「

以
前
と
は
違
う
」
は
大
切
な

サ
イ
ン
で
す
。
体
験
そ
の
も
の
を

忘
れ
た
り
日
常
生
活
に
支
障
を
き

た
さ
な
い
う
ち
に
相
談
し
ま
し
ょ

う
。

日 曜日 内  容 時 間 場 所 対 象

1 木 2歳児歯科健診  受付 12:30 ～ 12:45 郡家保健センター H16.12.1 ～ H17.1.15 生まれ

5 月 一般健康相談  受付 9:30 ～ 11:00 郡家保健センター 一般

6 火 水中運動教室     14:00 ～ 14:45 八東保健センター 一般

7 水 生活習慣病予防講座     13:30 ～ 15:00 郡家保健センター 希望者

8 木 5歳児健診     12:45 ～ 16:00 郡家保健センター H13.10.11 ～ H13.11.26 生まれ

13 火 水中運動教室     14:00 ～ 14:45 八東保健センター 一般

14 水 糖尿病予防教室   受付 9:45 ～ 10:00 船岡保健センター 希望者

15 木 ポリオ予防接種  受付 13:45 ～ 14:00 船岡保健センター 乳幼児等

19 月
育児相談          9:30 ～ 11:30 郡家保健センター 乳幼児等

デイ・ケア          9:30 ～ 12:00 郡家保健センター 障害者等

20 火 水中運動教室     14:00 ～ 14:45 八東保健センター 一般

21 水 離乳食講習会          9:30 ～ 11:30 郡家保健センター 乳幼児等

22 木 1歳 6か月児健診  受付 12:30 ～ 12:45 郡家保健センター H17.7.19 ～ H17.8.22 生まれ

26 月
一般健康相談   受付 9:30 ～ 11:00 八東保健センター 一般

一般健康相談   受付 9:30 ～ 11:00 船岡保健センター 一般

27 火 水中運動教室     14:00 ～ 14:45 八東保健センター 一般

28 水 6か月児健診  受付 12:45 ～ 13:00 郡家保健センター H18.6.18 ～ H18.7.28 生まれ

◇
体
を
動
か
せ
ば
脳
も
若
返
る

積
極
的
に
か
ら
だ
を
動
か
す
こ

と
で
脳
の
血
流
が
高
ま
り
脳
が
活

発
に
働
く
よ
う
に
な
り
ま
す
。
で

き
る
こ
と
を
少
し
ず
つ
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

◇
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
を

心
が
け
る

肉
・
魚
・
卵
な
ど
の
た
ん
ぱ
く

質
や
野
菜
を
毎
日
の
食
事
に
摂
り

入
れ
ま
し
ょ
う
。

青
背
の
魚
（
サ
バ
・
イ
ワ
シ
な

ど
）
の
脂
（
D
H
A
）
は
脳
の
働

き
を
活
性
化
し
ま
す
。

◇
活
発
な
日
常
生
活
を
送
ろ
う

地
域
や
家
庭
の
中
で
何
か
役
割

を
持
ち
、
い
き
い
き
と
暮
ら
し
ま

し
ょ
う
。

【
相
談
窓
口
】

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

ま
た
は

各
保
健
セ
ン
タ
ー



 ◆   18YAZU
2007.2

公
民
館
だ
よ
り

公
民
館
だ
よ
り
連　絡　先

郡家公民館☎72-3113
船岡公民館☎72-0085
八東公民館☎84-3001

船岡公民館
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室
!

1
月
6
日
(土
）
書
初
め
教
室
を
行

い
ま
し
た
。
当
日
は
、
岡
部
和
史
さ
ん

を
講
師
に
筆
の
走
ら
せ
方
、
は
ね
方
を

教
わ
り
な
が
ら
、
学
校
で
の
宿
題
や
今

年
の
目
標
な
ど
を
書
初
め
し
て
終
了
し

ま
し
た
。

作
品
を
、
船
岡
公
民
館
１
階
ホ
ー
ル

に
て
展
示
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧
下

さ
い
。

★子どもシアター
○平成19年2月24日 (土 )

時間 : 午前 10時から12時
内容 :「ドラえもんのび太とロボット王国」
会場 : 船岡公民館  大集会室

(皆様のご来館をお待ちしています。)

送別会の一コマ

1
月
24
日
（
水
）
講
座
で
お
世
話

に
な
っ
た
、
講
師
で
横
城
郡
派
遣
研

修
生
の
朴
龍
善
さ
ん
を
迎
え
お
別
れ

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
講
座
の
思
い

出
や
韓
国
の
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
な
ど
を

語
り
合
い
、
時
間
の
過
ぎ
る
の
も
忘

れ
る
ほ
ど
大
変
盛
り
上
が
り
、
記
念

品
を
贈
り
会
を
終
了
し
ま
し
た
。

韓
国
語
講
座
受
講
生
で
お
別
れ
会
！

★チャレンジ教室 ひいなの会!!
○平成19年2月4日（日）

時　間：午前 10 時から 12 時
内　容：ひな人形作り
定　員：なし
材料費：一人 100 円当日徴収します。

（学校を通して申請書を配布していますので船岡
公民館まで申し込んでください。）

★女性教養教室
○平成19年2月10日（土）

時　間：午後1時30分から2時間
内　容：布で作る干支（いのしし）
定　員：20名
持ち物：裁縫道具一式
参加費：700円
申　込：直接船岡公民館までお申込ください。

　　　　　なお、定員になりしだい締め切りとし
　　　　　ます。

お 知 ら せ

★第6回男の料理教室
○平成19年2月24日 (土 )

時　間 : 午後 2時から午後5時まで
内　容 : 検討中
会　費 : 当日集金
持ち物 :ご使用の包丁、三角巾、エプロン、米１合

※懇親会を行ないますので、車での参加はご遠慮
ください。



19  ◆  YAZU 2007.2

八東公民館

郡家公民館
決
意
を
新
た
に
筆
を
運
ぶ

 

1
月
6
日
（
土
）
に
、
郡
家
公
民

館
で
生
涯
学
習
講
座
「
新
春
書
き
初

め
大
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

 

当
日
は
20
名
の
み
な
さ
ん
が
参
加

し
、
午
前
は
一
般
の
部
を
行
い
そ
れ

ぞ
れ
の
課
題
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
午

後
か
ら
は
小
中
学
生
の
部
を
行
い
、

「
お
正
月
」「
思
い
や
り
」「
未
来
を

開
く
」
と
い
っ
た
課
題
に
挑
戦
し
ま

し
た
。  

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、
納
得

の
い
く
字
が
書
け
る
ま
で
熱
心
に
筆

を
運
び
、
今
年
一
年
の
上
達
を
願
っ

て
い
ま
し
た
。

書
道
教
室
生
徒
募
集
中
!!

毎
週
書
道
教
室
を
郡
家
公
民
館
で

開
催
し
て
い
ま
す
。
い
つ
で
も
生
徒

申
し
込
み
で
き
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

【
小
中
学
生
の
部
】

対
象
…
小
学
生
お
よ
び
中
学
生

会
費
…
月
2
千
円

日
時
…
毎
週
土
曜
日

　
　
　

午
後
1
時
30
分
〜
3
時

【
一
般
の
部
】

対
象
…
一
般

会
費
…
月
千
円

日
時
…
毎
月
第
2
・
4
火
曜
日

　
　
　

午
後
7
時
30
分
〜
9
時
30
分

良い年を願って書き上げました

太極拳のようす

第
8
回
高
齢
者
大
学
学
習
会
＆
閉
校
式

落
語
で
新
年
初
笑
い

1
月
17
日
、
八
東
公
民
館
講
堂
に

お
い
て
、
第
8
回
の
学
習
会
と
閉
校

式
を
行
い
ま
し
た
。

学
習
会
で
は
、
県
立
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
の
方
を
講
師
に
、
悪
質
商
法

と
そ
の
対
処
の
講
義
を
聞
き
、
そ
の

後
、
鳥
取
大
学
落
語
研
究
会
の
落
語

で
、
新
年
初
笑
い
を
し
ま
し
た
。

最
後
に
、
全
8
回
の
学
習
会
に
全

て
出
席
さ
れ
た
学
生
15
名
に
、
皆
勤

賞
が
手
渡
さ
れ
、
そ
の
功
を
労
い
ま

し
た
。

な
ん
で
も
た
い
け
ん
塾

む
か
し
遊
び
選
手
権

1
月
6
日
（
土
）、
な
ん
で
も
た

い
け
ん
塾「
む
か
し
あ
そ
び
選
手
権
」

と
称
し
て
、
凧
作
り
や
コ
マ
回
し
な

ど
、
昔
の
遊
び
を
し
ま
し
た
。

実
際
に
作
っ
た
凧
を
飛
ば
し
た

り
、
誰
が
コ
マ
を
長
時
間
回
せ
る
か

な
ど
、
選
手
権
方
式
で
行
い
、
そ
れ

ぞ
れ
の
部
門
で
賞
し
ま
し
た
。

子
ど
も
よ
り
、
ま
わ
り
で
指
導
し

た
大
人
の
ほ
う
が
、
夢
中
に
な
っ
て

は
い
ま
せ
ん
で
し
た
!?

高齢者大学のようす

子どもも指導者も真剣です誰の凧が一番良くあがるかな？

ま
た
、「
新
春
書
き
初
め
展
」
を

1
月
15
日
（
月
）
か
ら
31
日
（
水
）

ま
で
開
催
し
、
こ
の
大
会
で
の
力
作

を
展
示
し
ま
し
た
。

太
極
拳
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
?

3
月
か
ら
太
極
拳（
気
功
と
六
式
）

を
郡
家
公
民
館
で
開
催
し
ま
す
。
日

時
は
毎
月
第
1
火
曜
日
、
午
後
1
時

30
分
〜
2
時
30
分
で
す
。
初
心
者
大

歓
迎
で
す
。
健
康
維
持
の
た
め
是
非

ご
参
加
く
だ
さ
い
。
お
申
込
み
は
、

郡
家
公
民
館
へ
お
電
話
く
だ
さ
い
。
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祝　

成　

人

　

新
成
人
3
1
7
名
が
将
来
へ
の
夢
を
胸
に

　
　
　
　
　
　

大
人
と
し
て
の
一
歩
を
踏
み
出
す

１
月
３
日
、
八
東
体
育
文
化

セ
ン
タ
ー
で
「
平
成
19
年
八
頭
町

成
人
式
」
が
開
催
さ
れ
、
男
性

1
6
3
名
、
女
性
1
5
4
名
の
計

3
1
7
名
が
新
た
に
大
人
の
仲
間

入
り
を
し
ま
し
た
。
式
典
で
は
平

木
八
頭
町
長
が
「
環
境
問
題
を
始

め
地
球
規
模
の
課
題
が
山
積
す
る

時
代
、
国
際
的
な
感
覚
を
身
に
付

け
、
ど
こ
に
あ
っ
て
も
郷
土
八
頭

町
を
愛
し
、
人
権
を
尊
重
す
る
人

で
あ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
」
と

新
成
人
へ
激
励
と
祝
福
の
言
葉
を

贈
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
新
成

人
を
代
表
し
て
井
上
由
佳
さ
ん
、

岸
本
博
司
さ
ん
、
田
中
菜
央
美
さ

ん
の
3
名
が
「
は
た
ち
の
決
意
」

と
し
て
自
分
の
近
況
や
将
来
の
夢

に
つ
い
て
力
強
く
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。こ

の
後
、
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
が

開
か
れ
、
本
町
出
身
の
中
田
小
弥

香
さ
ん
が
フ
ァ
ゴ
ッ
ト
を
演
奏
し
、

ピ
ア
ノ
の
浅
賀
恭
子
さ
ん
と
と
も

に
素
敵
な
音
色
の
生
演
奏
で
、
新

成
人
を
お
祝
い
し
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
式
典
終
了
後
は
、
各
地
域

ご
と
に
記
念
撮
影
が
行
わ
れ
、
久

し
ぶ
り
に
顔
を
合
わ
せ
た
仲
間
や
、

中
学
校
3
年
の
時
の
先
生
方
と
の

再
会
を
喜
び
合
う
賑
や
か
な
声
が

聞
か
れ
ま
し
た
。

農
事
組
合
法
人
船
岡
下
町
農
場
が
設
立

昨
年
「
農
事
組
合
法
人
や
ま
の

う
え
」
が
設
立
さ
れ
た
の
に
次
い

で
、
12
月
八
頭
町
船
岡
に
集
落
単

位
で
は
町
内
で
２
番
目
の
法
人
が

設
立
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
38

戸
の
組
合
員
の
農
業
生
産
に
つ
い

て
の
協
業
を
図
り
、
そ
の
生
産
性

を
向
上
さ
せ
、
組
合
員
の
共
同
の

利
益
を
増
進
し
、
地
域
農
業
を
守

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

国
は
こ
れ
ま
で
全
農
家
を
対
象

と
し
て
品
目
ご
と
の
価
格
に
着
目

し
て
講
じ
て
き
た
対
策
を
、
担
い

手
に
対
象
を
絞
り
、
経
営
全
体
に

着
目
し
た
対
策
に
転
換
し
つ
つ
あ

り
ま
す
。
こ
れ
は
、
戦
後
の
農
政

を
根
本
か
ら
見
直
す
も
の
で
、
船

岡
下
町
農
場
の
設
立
は
時
期
を
得

た
も
の
で
す
。
今
後
の
発
展
を
期

待
し
ま
す
。

新
嘗
祭
献
納
の
松
田
夫
妻
に
感
謝
状

こ
の
た
び
皇
居
で
行
わ
れ
た
新

嘗
祭
の
献
穀
者
に
対
し
て
町
長
感

謝
状
贈
呈
式
が
12
月
23
日
（
土
）
、

東
多
目
的
集
会
施
設
で
行
わ
れ
、

平
木
町
長
か
ら
大
役
を
務
め
ら
れ

た
松
田
純
一
さ
ん
、
き
く
ゑ
さ
ん
夫

妻
に
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

松
田
夫
妻
は
コ
シ
ヒ
カ
リ
を
栽

培
し
、
10
月
23
日
に
行
わ
れ
た
献

納
式
で
精
選
し
た
米
を
献
納
さ
れ

ま
し
た
。
純
一
さ
ん
は
「
各
機

関
、
地
域
の
協
力
で
任
務
を
果
た

す
こ
と
が
で
き
た
。
今
後
の
営
農

活
動
の
励
み
に
し
た
い
。
」
と
喜

び
を
語
ら
れ
ま
し
た
。

……………………………………………………………………………
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
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法
務
大
臣
感
謝
状
贈
呈

　

お
世
話
に
な
り
ま
し
た

　
　
　
　

  
西
村　

保
雄
さ
ん

こ
の
度
、
任
期
満
了
（
平
成
18

年
12
月
31
日
ま
で
）
に
伴
い
、
西

村
保
雄
さ
ん
が
人
権
擁
護
委
員
を

退
任
さ
れ
ま
し
た
。

西
村
さ
ん
は
、
人
権
擁
護
委

員
と
し
て
16
年
間
ご
活
躍
い
た
だ

き
、
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
人
権

相
談
を
定
例
の
相
談
日
以
外
に
も

自
宅
で
受
け
ら
れ
る
な
ど
、
い
つ

で
も
気
軽
に
相
談
で
き
る
環
境
を

つ
く
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
ご
尽
力
に
対
し
厚

く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、
今
後
の
ご
健
勝
を
お
祈
り
い

た
し
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
功
績
を

称
え
ら
れ
、
法
務
大
臣
感
謝
状
が

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

決
意
を
新
た
に
消
防
出
初
式

１
月
７
日
（
日
）
、
郡
家
ふ
れ

あ
い
ド
ー
ム
で
平
成
19
年
八
頭
町

消
防
団
出
初
式
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
中
で
八
頭
町
長
ほ
か
来

賓
の
方
々
か
ら
団
員
の
皆
さ
ん
の

活
動
に
対
し
て
の
感
謝
の
こ
と
ば

を
、
ま
た
今
年
も
町
民
の
安
全
・

安
心
に
寄
与
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
激
励
を
受
け
ま
し
た
。

ま
た
八
頭
町
表
彰
、
表
彰
伝
達

が
行
わ
れ
、
団
員
19
名
が
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。
式
典
終
了
後
は
、
各

地
区
分
団
が
門
尾
地
内
の
堤
防
に

移
動
し
て
新
春
の
一
斉
放
水
を
行

い
、
今
年
一
年
防
火
に
努
め
る
決

意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

表
彰
の
内
容
は
次
の
と
お
り
。

（
敬
称
略
）

・
八
頭
町
表
彰

【
功
労
表
彰
】

富
士
原　

豊
（
八
東
地
区
）

中
嶋　

敏
彦
（　　
〃　
 

）

・
消
防
庁
長
官
表
彰

【
永
年
勤
続
功
労
章
】

福
本　

道
孝
（
船
岡
地
区
）

・
日
本
消
防
協
会
長
表
彰

【
精
績
章
】

福
本　

道
孝
（
船
岡
地
区
）

【
勤
続
章
】

高
原　

一
郎
（
八
東
地
区
）

林　
　

憲
三
（
郡
家
地
区
）

花
原　

義
徳
（
船
岡
地
区
）

花
木　

和
男
（
八
東
地
区
）

平
木　

昭
夫
（
船
岡
地
区
）

・
鳥
取
県
消
防
協
会
表
彰

【
勤
続
章
】

矢
部　

雅
彦
（
八
東
地
区
）

山
根　

浩
昭
（　

〃　

）

【
功
績
章
】

奥
井　

正
雄
（
船
岡
地
区
）

田
中　

浩
実
（
八
東
地
区
）

・
東
部
地
区
消
防
協
会
表
彰

【
勤
続
章
】

花
木
陽
一
郎
（
八
東
地
区
）

富
士
原
晴
樹
（

〃

）

山
根　

和
彦
（

〃

）

矢
部　

清
己
（

〃

）

坂
本　

浩
樹
（

〃

）

木
原　

康
志
（

〃

）八頭町功労表彰
中嶋　敏彦さん

八頭町功労表彰
富士原　豊さん

新
教
育
委
員
の
ご
紹
介

こ
の
た
び
木
下
譲
治
教
育
委
員

の
委
員
の
辞
職
に
伴
い
、
新
た
に

井
上
悦
生
氏
（
坂
田
）
が
１
月
19

日
、
町
議
会
の
同
意
を
得
て
平
木

町
長
か
ら
教
育
委
員
に
任
命
さ
れ

ま
し
た
。

【
任
期
】
平
成
19
年
１
月
19
日

　
　
　
〜
平
成
21
年
５
月
２
日

新教育委員の
井上　悦生さん

自
治
会
主
体
で
健
康
づ
く
り

１
月
14
日
（
日
）、
郡
家
保
健

セ
ン
タ
ー
で
さ
つ
き
ヶ
丘
集
落
の

住
民
の
皆
さ
ん
が
体
力
測
定
を
実

施
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
こ
の
村
の

健
康
づ
く
り
推
進
委
員
さ
ん
の
提

案
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
実
施
さ

れ
た
も
の
で
す
。

さ
つ
き
ヶ
丘
は
郡
家
地
域
で
も

比
較
的
新
し
く
で
き
た
集
落
で
、

集
落
が
一
体
と
な
っ
て
行
え
る
事

業
に
つ
い
て
企
画
を
練
ら
れ
て
い

ま
し
た
。
そ
こ
で
、
今
回
新
た
な

試
み
と
し
て
、
み
ん
な
の
健
康
管

理
意
識
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
に

文
部
科
学
省
の「
新
体
力
テ
ス
ト
」

に
基
づ
く
体
力
測
定
を
行
う
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

当
日
は
町
の
体
育
指
導
委
員
さ

ん
や
町
保
健
セ
ン
タ
ー
職
員
の
指

導
、
協
力
を
受
け
な
が
ら
保
健
セ

ン
タ
ー
内
各
所
に
設
置
さ
れ
た
測

定
場
所
を
和
気
あ
い
あ
い
と
回
ら

れ
て
い
ま
し
た
。
集
落
の
イ
ベ
ン

ト
等
を
お
考
え
で
あ
れ
ば
参
考
に

さ
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。 どんな結果がでるのかな

西村　保雄さん（写真中央）

……………………………………………………………………………

……………………………………………………………………………
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…
…
…
…
…
…
…
…
…
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郡家図書館  八頭町宮谷256-4 ☎（0858）72-6660
船岡図書室  八頭町船岡539-1 ☎（0858）72-3970
八東図書室  八頭町北山 48 -1  ☎（0858）84-6622
http://library.town.yazu.tottori.jp/

八頭町
図書館（室）情報

　新しく入った本
＊他館所蔵のものは、お取り寄せできます。
＊貸出中の場合はご予約ください。
　（インターネット・携帯電話からも予約ができます）

郡家図書館

1　蝶か蛾か 大道　珠貴
2　きらめくジャンクフード 野中　柊
3　「サラ川」傑作集　すごろく 山藤　章ニ
4　ゆきだるまのるんとぷん たかどのほうこ
5　ボンヤリどうぶつえん 長　新太
6　チーター大セール 高畠　那生

船岡図書室

1　熱血ポンちゃん膝栗毛 山田　詠美
2　エスケイプ /アブセント 絲山　秋子
3　本の気つけ薬 出久根達郎
4　ギネス世界記録 2007 クレイグ・グレンディ
5　鳥取の冠婚葬祭 鳥取シー・エム・シー
　　 ～こんなときどうする冠婚葬祭Q&A～　　　　　　
6　天空のミラクル 村山　早紀

八東図書室日　時：2月8日（木）～2月20日（火） 10：00～18：00
場　所：船岡図書室 2階 大広間
閲覧希望の方は、図書室カウンターに申し込んで下さい。

＊｢新刊児童書巡回展示」とは…
鳥取県立図書館では、市町村図書館・学校図書館・家庭文庫等での資料選
定を支援するため、新刊児童図書をすべて購入し見本資料としています。
この資料を東部・中部・西部各地区において巡回展示を行っています。

 
選書座談会のおしらせ
日　時：2月16日（金） 14：00～16：00
場　所：船岡図書室 2階 大広間
内　容：新刊児童書巡回展示で展示されている本を手

にとって、みんなで話をしてみませんか?
＊申込不要・入場無料です。参加をお待ちしております。

『新刊児童書巡回展示』のお知らせ

休館日 開館時間 10：00 ～ 18：00

1　Yome カフェレシピ 大井　純子
2　藤沢周平　未刊行初期短編 藤沢　周平
3　読む力・聴く力 河合　隼雄
4　風は山河より　1・2 宮城谷昌光
5　ラストワンマイル 楡　周平
6　魔法の文字 コルネーリア・フンケ

八頭町図書館(室)のベスト10
平成18年4月～12月までの利用の集計です。

（順位）（回数）（書   名）　　　　　　　 （著者名）
1位 29回 「東京タワー」 リリー・フランキー

2位 25回「ダ・ヴィンチ・コード」上 ダン・ブラウン

〃 〃 「1リットルの涙」 木藤　亜也
4位 24回「ダ・ヴィンチ・コード」下 ダン・ブラウン

5位 21回「陰日向に咲く」 劇団ひとり
6位 16回「野ブタ。をプロデュース」 白岩　 玄 
7位 15回「赤い指」 東野　圭吾
8位 14回「名もなき毒」 宮部みゆき
〃 〃 「電車男」 中野　独人
〃 〃 「手紙」 東野　圭吾

おはなし会     ※申込不要・大人も入れます。
郡家図書館 船岡図書室 八東図書室

日にち 2月３日㈯
2月17日㈯ 2月21日㈬ 2月21日㈬

時　間 15：00～15：30 10：30～11：00 16：00～16：30

講演会のお知らせ
『子どもの成長と本の役割 ～選書の大切さ～』
講師： 末宗 辰彦さん
（山陰こども文化講座主宰 山陰こどものとも社社長）
日　時：2月22日（木）14：00～16：00
場　所：郡家公民館 2階 第2研修室      
申込不要・入場無料です。興味がある方は
お気軽にご参加ください。

＊託児を希望される方は、2/20までに各図書館（室）へ
電話か窓口にてお申込みください。
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平成１９年度放課後児童クラブ
加入児童を募集します

八頭町では、町内4箇所にある放課後児童クラブ
の平成19年度加入児童を募集しています。

対象となる児童は、就労等により昼間保護者が家
庭にいない小学校に通う児童（概ね1年生～3年生）
で、1年間継続して加入して頂くことが条件です。

入会を希望される方は、役場福祉課又は各支所
住民生活課へ申込書提出して下さい。

クラブ名 実施場所 対象学校区

わんぱく児童クラブ わんぱく児童
クラブ専用施設

郡 家 西
小 学 校

ひまわり児童クラブ ひまわり児童
クラブ専用施設

郡 家 東
小 学 校

船岡学童クラブ 船岡
キッズハウス

船岡地域
全小学校

八東学童クラブ 八東山村開発
センター

八東地域
全小学校

※放課後児童クラブは遊びを中心とした活動に
より児童の健全育成を図ることを目的としてお
り、八頭町では各小学校保護者会の運営により
開設しています。

【お問い合わせ先】
八頭町役場福祉課　☎76－0205
船岡支所住民生活課☎72－0144
八東支所住民生活課☎84－1221

　平成 18 年 10 月から 12 月までの町長交際費は次
のとおりでしたのでお知らせします。
◇支出内容

町長交際費のお知らせ

支払月 内　　容 支出額
10月 上私都運動会寸志 3,780
〃 中私都運動会寸志 3,780
〃 下私都運動会寸志 3,780
〃 香典１件 10,000
〃 船岡地域秋の慰霊祭奉献 5,000
11月 香典２件 15,000
〃 韓国横城郡郡守退任記念品 31,500
〃 八頭町長杯ゲートボール大会トロフィー 25,726
12月 郡家地域慰霊祭お供え 3,780
〃 八東地域慰霊祭お供え 3,300
〃 八東果実部西条柿荷上げ式寸志 3,780
〃 花輪２件 16,000
〃 松岡農林水産大臣就任祝賀会 8,000
〃 韓国横城郡議員交流土産 25,200
〃 ヤマメ組合受賞記念祝賀会寸志 3,780
〃 市場彩祭館落成式寸志 3,780
〃 郡家柿選果場終了式寸志 3,249

『八頭町震災に強いまちづくり促進事業』
昭和56年5月までに建築された住宅の
｢耐震診断 ｣にかかる費用を補助します
昭和56年6月に建築基準法が改正され、地震に対す

る耐震の基準が強化されましたが、それまでに建てら
れた住宅は、耐震性が弱い場合があります。

そこで、本町では「震災に強いまちづくり」を目的
に、古い基準で建築された住宅の耐震診断にかかる
費用を補助し、耐震化を促進する制度を実施します。

耐震性の確保は、居住する人の生命・財産を守る
ために必要であり、地震が発生した時の被害防止に
つながります。

補助事業の主な内容は次のとおりです。
１．補助対象　昭和 56 年 5 月 31 日以前に建築され

た一戸建ての住宅。
２．補 助 率　耐震診断費用の 3 分の 2を乗じて得

た額（補助金の限度額は、4 万円）
詳しくは、役場総務課生活安全係（☎76－0201）

へお問い合わせください。

公共交通の利用促進には、ノーマイカーデーの実
施や公共交通機関の運行時間に合わせた通勤時間の
設定など、企業の協力も必要です。

また、二酸化炭素などの環境負荷の低減、渋滞の
緩和、交通事故の抑制を目指し、公共交通機関の利
用促進に努めましょう。

普段マイカーを利用される皆さんも、月に 1 ～ 2
回ノーマイカーデーを設けるなどして、できる範囲
でバスや鉄道を利用してみませんか？

八頭町の公共交通検討委員会では、公共交通機関
の総合的な利便の確保・促進及び効率的な交通体系
について検討をしています。今後とも関係者間で協
議しながら、利便性の向上や利用促進に努めていく
こととしています。

【八頭町の公共交通検討委員会】

『ノーマイカーデー』を
推進しましょう！
☆将来の公共交通機関の
　維持につながります。
☆渋滞緩和や交通事故の
　抑制につながります。
☆排気ガスによる地球温
　暖化を抑止します。

公共交通機関を利用しましょう！

（円）



 ◆   24YAZU
2007.2

一時的な農地の転用にも許可が必要です！

農業委員会

農地の転用とは？
農地の転用とは、農地を農地でなくすこと、例え

ば、住宅用地や工場用地、道路・山林などの用地に
転換することです。
一時的な農地転用は？
農地を一時的な資材置場、仮設事務所、残土置場

などとして利用する場合も転用になり、許可が必要
です。
なぜ許可が必要？
農地は、私たちの食生活に必要な食糧の大切な生

産基盤です。耕地面積の少ないわが国は、食糧自給
率が低く、優良な農地を大切に守っていく必要があ
ります。このため、一定の規制を設け、許可が必要
とされているのです。
許可なく転用したらどうなるの？
転用する前の状態に現状を回復することが命ぜら

れたり、3年以下の懲役、または、300万円以下の罰
金などの罰則が設けられています。

【お問い合わせ先】
農業委員会事務局（八東庁舎）  84－1227

《おもな動き》
1／12
●第10回農業委員会
議　事
１．農地法の規定による許可申請
　・第3条（所有権移転） 　　　　　　　 5件
　・第5条（所有権移転、転用） 　　　　 2件
２．農用地利用集積計画の決定　　　　　 22件
３．農業委員会委員選挙人名簿登載申請書の
　　審査について
４．特定農用地利用規程の認定について

報告事項
・農地法第20条第6項（合意解約） 　　　 8件
・農業用施設建設に伴う届出　　　　　　 2件

思わぬ事故やけがに備えてスポーツ安全保険に加入しよう !!
スポーツ安全保険は、スポーツ・文化・ボランティア・

地域活動などを行う5人以上のアマチュアの団体を対象
として、団体活動中とその往復中も含めた傷害事故や賠
償責任を負う事故を補償する保険です。
◇加入対象　5人以上のアマチュアの団体
◇保険期間　平成19年4月1日～平成20年3月31日
◇受付期間　随時受け付け
◇主な加入区分と掛金
・中学生以下の子どもとその保護者の団体：500円

県営・町営住宅の入居者を次の要領のとおり募集します。
【団地名・所在地】

公営住宅入居者募集

【月額家賃】収入調査により決定します。
【敷　　金】月額家賃の 3 か月分に相当する額
【募集期間】   2月1日（木）～ 2月15日（木）
【選　　考】入居審査会で決定します。
【入居予定】  3月1日（県営住宅は3月上旬～中旬頃）
【入居資格】下記の事項に該当する方
①　現に同居し、又は同居しようとしている親族

（内縁関係、婚約者含む）があること。
②　入居申込をした日において、月収が20万円以下

であること。
③　現に住宅に困窮していることが明らかな方であ

ること。
④　地方税を滞納していないこと。
【お問い合わせ・申込先】
船岡支所建設水道課 ☎72－3973

団地名 場所 構造等 間取り

県営住宅
船岡団地８号

八頭町船岡
850ー2

木造２階建て
３ＤＫ

１階　和室6
畳、DK、浴
室、トイレ、
洗面脱衣

２階　6畳2間

町営住宅
下野団地2号

八頭町下野
　543

木造２階建て
３ＤＫ

１階　和室6
畳、DK、浴
室、トイレ、
洗面脱衣

２階　6畳2間

２月は省エネルギー月間です
冬季は暖房の使用などでエネルギー消費が増大する

季節です。2月1日～28日の期間中、「第31回地球環
境とエネルギーの調和展ENEX2007」や、省エネキャ
ンペーンなどが実施されます。近年におけるエネルギー
消費量の増加や地球環境問題へ対応するため、一人一
人が毎日のくらしの中で省エネルギーを実践することが
大切です。室温20℃を目安に暖房温度を設定するなど、
家庭・学校・職場で省エネを実践しましょう。

・高校生以上の文化・ボランティア・地域活動：500円
・大人のスポーツ活動（16歳以上）：1,500円
・老人クラブなど：800円
・危険度の高いスポーツ活動：9,000円
※表示の掛金は一人あたりの金額です。その他の加入

　区分もあります。
補償の内容等くわしいことは（財）スポーツ安全協会

鳥取県支部（☎0857 - 28 - 7221）または教育委員会生涯
学習課（☎84 - 1232）までお問い合わせください。



25  ◆  YAZU 2007.2

2月は・・・

 
固定資産税　第4期分　の納付月です　

完納にご協力をお願いします

ひとのうごき　　　　　　　（敬称略）

八頭町の
世帯数と人口

１月1日現在
（　）内は前月比

世帯数　　５，７５７世帯（+ ３）

総人口　２０，１０６人　（- ４）

　　男　　９，６８３人　（+ １）

　　女　１０，４２３人　（- ５）

青年国際交流事業に参加しませんか
内閣府では、将来を担う国際感覚豊かな青年を育

成するため、様々な国際交流事業を実施しています。
募集内容は下記のとおりです。
・「国際青年育成交流」（8～9月）
・「日本・中国青年親善交流」（8～9月）
・「日本・韓国青年親善交流」（9月）
・「世界青年の船」（平成20年1～3月）
・「東南アジア青年の船」(10～12月、18～30歳を対象）
　【お問い合わせ先】

　　  鳥取県交流推進課（☎0857－26－7030）

お
め
で
た

郡
家
地
域

誕生日 なまえ ところ おとうさん・おかあさん

12月６日 勝原　渓
け い と

人 （落　岩）大　輔・牧　子

13日 橿村　琉
りゅうが

香 （郡家西区） 和　秀・智　子

16日 大西依
い ち か

知佳 （フローラル）泰　司・有　希

28日 今嶋　大
だ い き

騎 （カーサこおげ）俊　介・有　紀

31日 石場　 昴
すばる

 （篠　波）智　大・香　織
船
岡
地
域

12月５日 花木　美
み ゆ

優 （下　町）  努  ・牧　紀

八
東
地
域

12月６日 片山陽
ひ な こ

南子 （用　呂）芳　章・朋　子

８日 山本　 花
はな

 （北　山）大　路・千　春

お
く
や
み

郡
家
地
域

日付 名　　前 ところ 年　齢

12月11日 加 　み （池　田） ９７歳

15日 忠岡　時雄 （延命寺） ５５歳

19日 山本三千年 （カーサこおげ） ４９歳

19日 原田　瀧子 （西御門） ９７歳

27日 田中　美春 （上津黒） ８４歳

30日 中口　洋子 （東市場） ５４歳

１月１日 中村　時子 （野　町） ８２歳

８日 衣笠　德久 （上津黒） ９５歳

船
岡
地
域

12月11日 德田　政子 （下　町） ７４歳

26日 岡　正市 （破　岩） ５２歳

八
東
地
域

12月14日 加藤　 榮 （皆　原） ９３歳

16日 竹田　ゆき （　東　） ８０歳

26日 明石　ツヨ （安井宿） ９７歳

28日 小谷　義一 （　南　） ７６歳

31日 上田　秋子 （　島　） ５８歳

１月７日 澤田　愛蔵 （用　呂） ９４歳

８日 上田賢太郎 （皆　原） ５８歳

入札結果のお知らせ
入札日　平成18年12月18日（月）
①工 事 名　日下部椎の谷水路改修工事
工事場所　八頭郡八頭町日下部
落札金額　10,920,000 円（消費税込み）
落札業者　（株）松田組
所 管 課　産業課

入札日　平成19年1月16日（火）
②工 事 名　町道丹比縦貫（２号）災害復旧工事
工事場所　八頭郡八頭町妻鹿野
落札金額　13,335,000 円（消費税込み）
落札業者　（株）竹内組
所 管 課　八東支所建設水道課

入札日　平成19年1月16日（火）
③工 事 名　新庄ライスセンター（共同作業所）

　　　　　新築工事
工事場所　八頭郡八頭町船岡
落札金額　22,890,000 円（消費税込み）
落札業者　（株）松田組
所 管 課　企画人権課

入札日　平成19年1月16日（火）
④工 事 名　新庄ライスセンター（保管庫）

　　　　　新築他工事
工事場所　八頭郡八頭町船岡
落札金額　15,907,500 円（消費税込み）
落札業者　木下工業（有）
所 管 課　企画人権課
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男女共同参画啓発シリーズ㉑

古紙配合率100％再生紙と環境にやさしい大豆油インクを使用し印刷しています。

女性の能力開発と企業の利益
女性の活用が進んでいる企業ほど企業の
業績が良いという調査結果が出ています。
松下電器産業（株）の取組では、「生活者
の目線からの商品開発」を目指し、戦略商
品の企画やデザインのスタッフに女性職員
を登用し、洗濯機、電子レンジ等のヒット
商品を生み出しています。 

새
セ ヘ

해 복
ポ ッ マ ニ

많이 받
パ ド ゥ セ ヨ

으세요 !（新
年に福をたくさんお受けくだ
さい！）『新年あけましておめ
でとうございます。』を韓国語
ではこのように言います。

新たな年、2007 年を迎え
ました。横城郡にて、八頭
町民皆様のご健勝とご多幸
をお祈り申し上げます。

ところで日本では年末年始は長い連休となりますが、韓
国の新年の休みは、1 月1日の 1日だけしかありません。
というのも、新暦より旧暦を重んじているため、旧正月（韓
国語で『ソルラル』）の前後をあわせた3日間が祝日となり、
こちらの方が正月本番になります。ですが年賀状は、日本
と同様に年末に送ります。ただ少し違うのは、年賀状をハ
ガキで送ることはあまりなく、送る時には、年賀カードと
封筒がセットになったものや、クリスマスの時に『Merry X’
mas and A Happy new year』としてクリスマスカードで
年賀状を兼ねます。また、年賀状の配達も日本では元旦に
届くように配達されますが、こちらでは、年が明ける前に
届くことが多く、その方が良いとされています。私もこち
らで年賀カードを書いて、日本の両親等に送ったのですが、
年末に届いたそうです。

2007 年の 1 月 1 日、横城郡庁登山同好会の方々と初
日の出を見るために横城郡内にあるトッコ山に登りまし
た。登山の苦手な私は途中でばててしまいましたが、皆
さんに励まされながら頂上に辿り着くことができまし
た。そこで山の神様に祈りを捧げ、お餅や果物を食べた
り、焼酎や温かいコーヒーを飲みながら、美しい初日の
出を見ました。するとさっきまで苦しかったのが嘘の様
にとても気持ちが良く、寒さも心地良く感じました。下
山後は、食堂で『マンドゥククッ』（餃子・お餅入りス
ープ）をいただきました。

早いもので私の横城郡での研修期間も残り 1 ヶ月を切
りました。4 月の頃は「10 ヶ月って長いなぁ。」と思っ
ていましたが、時間が経つのはとても早いものです。あ
と残り少ない研修期間を、1 日 1 日大切に過ごしていき
たいと思っています。

韓国横城郡より다
た な か

나카　미
み ほ

호（八頭町総務課職員田中美穂）

 안녕하세요 !（アンニョンハセヨ！）

郡庁登山同好会の人達と

ク

トッコ山での初日の出


